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10月７日（日）

　幕末から明治期を中心に、歴史マンガや図書を集めます。町内の４つの図書館ではそれぞれ、
マンガや図書の展示や関連イベントを行います。今月は、織田分館での催しを紹介します。

　町立図書館では、平成28年度から開催している「歴史図書・マンガフェア」をさらに拡充し、
また、織田文化歴史館では、町内の幕末・明治に焦点をしぼった特別展示を開催します。

７月２１日（土）～１２月２日（日）
幕末明治期を中心に、２，０００冊以上の歴史系マンガが文化交流ホールに並びます！
◦学研、集英社、小学館など各出版社の学習漫画『日本の歴史』が新旧そろいます。
◦福井県で活躍した『松平春嶽』や『橋本左内』などをはじめ伝記マンガもあります。
◦幕末明治を題材にしたマンガを数多く集めました。
　『アサギロ～浅葱狼』ヒラマツ・ミノル　『風光る』渡辺多恵子 　『ＪＩＮ−仁−』村上もとか
　『風雲児たち』みなもと太郎　『PEACE MAKER』黒乃奈々恵　『るろうに剣心』和月伸宏
　など  （※フェアの本は貸出できません。館内でお読みください。）

7月21日（土）～平成31年2月28日（木）
越前町立図書館・宮崎分館・越前分館・織田分館

展　　　示

講　演　会幕末明治福井150年博 特別展示
「幕末明治の越前町」開催のお知らせ

　幕末明治福井150年博に合わせて、織田文化歴史館では特別展示を開催します。展示では、上
うえ

野
の

順
じゅん

藝
げい

が校訂をおこなっ
た「黄

おう
檗
ばく

版
ばん

一
いっ

切
さい

経
きょう

」、越知山大谷寺に伝わる「越知山開運講」、越前二の宮・劔神社に遺された歴史資料、日本六古窯の
ひとつで日本遺産に認定された「越前焼」などを中心に、幕末・明治期における越前町の歴史を様 な々視点から描いていき
ます。また、関連イベントとして記念講演会も開きます。詳細は、広報９月号で、改めてご紹介します。

　特別展示の会期中に記念講演会を開きます。講演会は、10月７日（日）・10月28日（日）・11月18日（日）の３回
開催し、１日２人の講師がお話しします。

７月２１日（土）　午後 1 時30分～3 時
歴史マンガの作り方

マンガってどう作るの？普段は見られないネーム（設計図）等
も大公開！歴史マンガ原作者がわかりやすく、おもしろくお話
しします。
講師：後藤  ひろみ 氏（県立歴史博物館付属「ときめぐる、カフヱー。」代表）
1969年、福井県生まれ。2002年 “ベーカリーカフェたねと、はっぱ ”、2014年、県立歴史博
物館に 2 号店である “ 歴博茶房　ときめぐる、カフヱー。” 開業。”2008年「ふくい女性起業家
交流会ふくむすび会」を設立、会長を務める。2010年「福井歴女の会」を結成。県内の幕末の
イベントにかかわる中、2017年10月ポプラ社より出版された『コミック版日本の歴史 松平
春嶽』の原作を担当。2018年同シリーズ『篤姫』『大谷吉継』原作担当。現在、4 作目も執筆中。

９月１日（土）　午後 1 時30分～3 時

似顔絵とマンガの関係 －幕末・明治に描かれた「顔」に隠された秘密とは－

顔はマンガにとって重要な役割。ところが、そうした認識は、幕末・明治初期の図像には当ては
まらなかったのです。
それはなぜでしょう。また、似顔絵とマンガにはどのような関係があるのか。
具体的な「顔」を見ながら、一緒に考えてみましょう。
講師：吉村  和真 氏（京都精華大学マンガ学部教授・副学長）
1971年、福岡県生まれ。専門は思想史・マンガ研究。2001年の日本マンガ学会設立や2006年の京都国際マンガミュージアム開館などマ
ンガ研究の環境整備と社会還元を推進。著書『「はだしのゲン」がいた風景−マンガ・戦争・記憶』（編著、2006年）、『複数の「ヒロシマ」記憶
の戦後史とメディアの力学』（編著、2012年）ほか。

8 月４日（土）　午後 1 時30分～3時
「ふるさと福井の先人100人」で見る福井の幕末ふかん録

「ふるさと福井の先人100人」の中から福井の幕末・明治を生きた
人々を見ていきます。
講師：千葉  亮子 氏（プランナー・ライター）
1957年、福井県生まれ。県立恐竜博物館 映像台本制作「珪化木の不思議」文部科学大臣賞受賞ほか。県立歴史
博物館・県立こども歴史文化館ほか歴史博物館系の映像台本制作。著書「小説白山平泉寺 白の聖都」第15回
歴史浪漫文学賞創作部門優秀賞受賞。福井県教育委員会発行「ふるさと福井の先人100人」、福井県発行「時を
かける泰澄」執筆ほか。

定員：先着50人

９月２９日（土）～１２月２日（日）

特別展示

松永  知海 氏（佛教大学仏教学部 教授）
村上  雅紀（織田文化歴史館 学芸員）

三井  紀生 氏（郷土史研究家）
堀　  大介（織田文化歴史館 学芸員）

一瀬  　諒 氏（越前古窯博物館 学芸員）
小辻 陽子 （織田文化歴史館 学芸員）

関連イベント　記念講演会

織田文化歴史館

幕
末
明
治
福
井
１
５
０
年
博
の
開
催

織田分館 問合せ先　☎３６⊖２２８８

子ども向きイベント

「扇子づくり」
7月26日（木）　午後 2 時～3 時
定員：先着15人（要予約）
組み立て済みの扇子にお絵かきをします。
オリジナルの扇子で夏を涼しく過ごそう。

「おはなし会と万華鏡づくり」
8 月9日（木）　午後 2 時～3 時
万華鏡づくり定員：先着15人（要予約）

「どようおはなしひろば虹」のおはなし会の
あと、万華鏡を作ります。

「ブックトーク」
9 月15日（土）　午後 2 時～2 時30分
司書がおすすめの歴史マンガを紹介します。

「けん玉教室」
9 月29日（土）
午後 2 時～3 時　定員：先着15人（要予約）
けん玉の達人  仁科章氏に上手にできるコツを
教えてもらおう。

「おはなし会と提灯づくり」
10月13日（土）　午後 2 時～3 時
提灯づくり定員：先着15人（要予約）

「どようおはなしひろば虹」のおはなし会のあと、
提灯にお絵かきをします。

「おはなし会とカルタで遊ぼう」
11月10日（土）　午後 2 時～3 時
カルタ定員：先着20人（要予約）

「どようおはなしひろば虹」のおはなし会のあと、
カルタで遊ぼう。

10/７㈰

10/28㈰

11/18㈰

時　　間	 午後１時～３時40分
会　　場	 越前町織田文化歴史館　文化交流ホール
募集対象	 誰でも参加可能。
	 事前申込みなし。
定　　員	 先着50人
参 加 費	 無料
問合せ先 	 ☎３６‒２２８８

無 料

対象：小学生～

対象：中学生～

対象：中学生〜

（福井新聞
 平成30年1月1日号より）

スタンプを集めて、
クジにチャレンジ ! !
イベントの参加と図書の貸出で、スタンプ

を集めて景品を当てよう！（対象：小学生まで）

広報 えちぜん 2平成30年７月号広報 えちぜん3 平成30年７月号

S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e
特  集

　明治150年となる平成30年に、福井の先人に学
び、歴史・文化を継承するとともに、その魅力を全
国に発信し、地域間交流の促進や誘客拡大を図るこ
とを目的に、県および17市町などが連携し、「幕末
明治福井150年博」を開催します。

幕末明治マンガフェア



越前町営朝日総合運動場（町立ホッケー場）
福井県立ホッケー場
平成30年10月4日㈭～ 10月8日㈪

　
5
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
の
3
日
間
、
越
前

陶
芸
村
で
第
38
回
越
前
陶
芸
ま
つ
り
が
盛
大
に

開
か
れ
ま
し
た
。

　
県
内
55
の
窯
元
が
、
自
分
の
作
品
を
思
い
思

い
に
レ
イ
ア
ウ
ト
し
た
陶
器
市
に
は
、
た
く
さ

ん
の
人
が
足
を
止
め
、
作
家
と
の
会
話
を
楽
し

み
な
が
ら
、
お
気
に
入
り
の
品
を
買
い
求
め
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
緑
豊
か
な
公
園
内
で
行
わ
れ
た
、
さ

つ
き
あ
げ
茶
会
は
、
越
前
焼
の
茶
碗
で
い
た
だ

く
抹
茶
や
煎
茶
を
堪
能
す
る
人
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　
陶
器
市
以
外
に
も
、歌
謡・も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
、

や
き
も
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
あ
お
ぞ
ら
絵
付
け

第
38
回
越
前
陶
芸
ま
つ
り

教
室
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
県
内
外
か

ら
訪
れ
た
多
く
の
観
光
客
が
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
越
前
町
担
当
の
行
政
相
談
委
員
、
大
橋
直
之

さ
ん（
田
中
区
）に
、近
畿
管
区
行
政
評
価
局
地
域

総
括
評
価
官
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
感
謝
状
は
、行
政
相
談
委
員
と
し
て
の
活

動
に
特
に
尽
力
さ
れ
た
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
大
橋
さ
ん
は
、
平
成
27
年
か
ら
行
政
相
談
委

員
を
務
め
ら
れ
、豊
富
な
知
識
を
活
か
し
、い
く

つ
も
の
行
政
相
談
の
解
決
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

感
謝
状
を
受
領　
行
政
相
談
委
員　
大
橋
直
之
さ
ん

　
5
月
11
日
、
㈱
福
井
村
田
製
作
所
宮
崎

工
場
の
社
員
90
人
が
、
宮
崎
工
場
周
辺
県

道
・
国
道
沿
い
の
ご
み
拾
い
と
、
陶
芸
村

登
り
口
付
近
の
「
企
業
の
花
」
花
壇
に
花

植
え
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
5
月
末
に
開
か
れ
た
陶
芸
ま
つ
り
の
時

に
は
美
し
く
咲
き
誇
っ
た
花
が
、
来
町
さ

れ
る
人
を
お
迎
え
し
て
い
ま
し
た
。

　
宮
崎
工
場
で
は
、
地
域
で
働
く
一
員
と

し
て
、
町
の
美
し
い
景
観
を
守
る
お
手
伝

い
が
で
き
れ
ば
と
毎
年
環
境
美
化
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
10
月
に
行
わ
れ
る
国
体
に
向

け
て
、
9
月
に
も
ご
み
拾
い
と
花
植
え
作

業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

環
境
美
化
活
動
を
行
い
ま
し
た
　
～
㈱
福
井
村
田
製
作
所
宮
崎
工
場
～

　
5
月
10
日
、
県
警
本
部
で
平
成
30
年
春
の
危

険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
大

橋
直
和
さ
ん（
田
中
区
）が
瑞
宝
双
光
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
橋
さ
ん
は
、
昭
和
41
年
に
福
井
県
警
に
奉

命
さ
れ
ま
し
た
。
交
通
機
動
隊
長
、
今
立
警
察

署
長
を
歴
任
さ
れ
、
平
成
20
年
交
通
規
制
課
長

を
最
後
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
42
年
の
長
き
に

わ
た
り
、
交
通
事
故
防
止
に
取
り
組
み
、
地
域

の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
春
の
叙
勲
受
章　
大
橋
直
和
さ
ん

▲受章の喜びを報告する大橋直和さん▲行政相談委員　大橋直之さん

　
6
月
14
日
、
県
庁
で
高
齢
者
叙
勲
の
伝
達
式

が
行
わ
れ
、
地
方
自
治
功
労
に
よ
り
桒
原
明
さ

ん（
大
玉
区
）が
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　
桒
原
さ
ん
は
、
旧
朝
日
町
議
会
議
員
を
昭
和

34
年
か
ら
平
成
11
年
ま
で
の
間
に
、
4
期
16
年

務
め
ら
れ
、
町
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。 旭

日
単
光
章
を
受
章　
桒
原
明
さ
ん

▲受章された桒原明さん

　
5
月
24
日
、
岩
開
の
田
ん
ぼ
で
あ
さ
が

お
保
育
園
の
田
植
え
体
験
が
開
か
れ
、
あ

さ
が
お
組
の
園
児
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
2
回
目
と
な
る
田
植
え
体
験

は
、
㈱
福
井
精
米
が
園
児
に
お
米
が
で
き

る
ま
で
を
田
植
え
か
ら
体
験
し
て
も
ら
う

事
を
目
的
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
田
ん
ぼ
の
持
ち
主
の
来
田
建
治
さ
ん
か

ら
、
田
植
え
の
仕
方
を
教
え
て
も
ら
い
、

園
児
た
ち
は
み
ん
な
笑
顔
で
田
植
え
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
10
月
に
稲
刈
り
を
し
て
、
年
内
に
は
お

餅
に
し
て
園
児
た
ち
に
ふ
る
ま
わ
れ
る
予

定
で
す
。

あ
さ
が
お
保
育
園　
田
植
え
体
験

▲㈱福井村田製作所宮崎工場のみなさん

　

6
月
2
日
・
3
日
、
滋
賀

県
立
伊
吹
運
動
場
（
滋
賀
県

米
原
市
）
で
イ
ブ
キ
カ
ッ
プ

ホ
ッ
ケ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

２
０
１
８
が
開
か
れ
ま
し

た
。
小
学
生
女
子
の
部
で
、

常
磐
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
優
勝
、
朝
日
ホ
ッ

ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
準

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
6
月
1
日
、
町
営
球
技
場
で
第
14
回

越
前
町
町
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
１
９
０
人

が
参
加
し
、
個
人
戦
を
行
い
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

男
子　
優　
勝　
上
山　
　
清

　
　
　
準
優
勝　
牛
若　
一
男

　
　
　
3　
位　
鈴
木
貫
市
郎

　
　
　
4　
位　
田
崎　
昌
弘

　
　
　
5　
位　
小
松　
　
伝

女
子　
優　
勝　
加
藤
智
恵
子

　
　
　
準
優
勝　
阪
下
美
知
恵

　
　
　
3　
位　
山
内　
節
子

　
　
　
4　
位　
春
木　
久
子

　
　
　
5　
位　
石
垣　
昌
子

総
合　
優　
勝　
上
山　
　
清

イ
ブ
キ
カ
ッ
プ
ホ
ッ
ケ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
０
１
８

第
14
回
越
前
町
町
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　
5
月
27
日
、
織
田
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
毎
年
恒
例

の
壮
年
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
盛
大
に
開
か
れ
ま
し

た
。
各
区
か
ら
9
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
日
ご
ろ
の
運
動

不
足
を
解
消
す
べ
く
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
走
り
回
る
姿
は
、

ま
る
で
高
校
球
児
の
よ
う
で
し
た
。
そ
し
て
選
手
た
ち

の
笑
い
あ
り
涙
あ
り
の
渾
身
の
プ
レ
ー
。
ど
の
試
合
も

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
声
が
枯
れ
る
ほ
ど
応
援
し
、

記
憶
に
残
る
大
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
こ

の
よ
う
な
活
動
を
と
お
し
て
、
協
議
会
の
結
び
つ
き
を

一
層
強
め
て
い
け
れ
ば
と
の
こ
と
で
す
。

【
大
会
結
果
】

　
優　
勝　
平
等
区

　
準
優
勝　
中
区

　
3　
位　
寺
家
区

　
　
　
　
　
上
山
中
区

第
37
回
織
田
地
区
壮
年
集
団
連
絡
協
議
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

▲入賞した各区のみなさん

▲左より　加藤さん、阪下さん、山内さん、春木さん、石垣さん ▲朝日ホッケースポーツ少年団のみなさん

▲左より　鈴木さん、牛若さん、上山さん、田崎さん、小松さん

▲常磐ホッケースポーツ少年団のみなさん

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

　
町
で
は
、
平
成
31
年
4
月
採
用
予
定
の
越
前

町
職
員
採
用
候
補
者
試
験
を
行
い
ま
す
。

申
込
書
受
付
期
間

　
7
月
18
日
㈬
〜
8
月
8
日
㈬

（
受
付
時
間
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前

8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で
）

試
験
職
種
（
採
用
予
定
人
数
）

　
①
事
務
（
若
干
名
）

　
②
栄
養
士
（
1
人
）

受
付
資
格・要
件（
性
別・学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

　
①
必
要
な
し

②
管
理
栄
養
士
の
免
許
取
得
者
ま
た
は
平
成
31

年
3
月
ま
で
に
同
免
許
取
得
見
込
み
の
人

生
年
月
日

　
①
平
成
元
年
4
月
2
日
か
ら

平
成
13
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　
②
昭
和
54
年
4
月
2
日
か
ら

　
　
平
成
9
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

平
成
30
年
度
越
前
町
職
員
採
用
候
補
者
試
験
の
お
知
ら
せ

試
験
日
時
・
場
所
な
ど

　
第
1
次
試
験

　
　
日
　
時

　
　
　
9
月
16
日
㈰　
午
前
8
時
45
分
〜

　
　
場
　
所

　
　
　
福
井
大
学
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
総
合
研
究
棟
Ｖ
（
福
井
市
文
京
）

　
　
試
験
方
法

　
　
　
適
性
検
査
、
教
養
試
験

　
　
発
表
方
法

10
月
中
旬
に
役
場
に
掲
示
す
る
ほ
か
、

合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

　
第
2
次
試
験

　
　
日
　
時

　
　
　
10
月
下
旬
予
定

詳
細
は
第
1
次
試
験
合
格
者
に
通
知
し

ま
す
。

申
込
書
の
入
手
方
法

　
直
接
入
手
す
る
方
法

7
月
2
日
㈪
か
ら
、総
務
課
で
交
付
し
ま
す
。

　
郵
送
に
よ
る
方
法

封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用
試
験
申
込
用
紙

請
求
」
と
朱
書
き
し
、
返
信
用
封
筒
（
角

形
2
号
・
Ａ
4
判
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
返
信
用
封
筒
に
は
、
必
ず
返

信
先
を
明
記
し
、
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
方
法

7
月
18
日
㈬
以
降
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
電
子
申
請
画
面
か
ら
直
接
、
試
験
申
込

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先　
総
務
課　
☎
３
４‒

８
７
０
０

　
町
で
は
、
良
好
な
景
観
形
成
に
関
す
る
基
本

的
方
針
な
ど
を
定
め
る
「
越
前
町
景
観
計
画
」

を
今
年
か
ら
2
年
間
で
策
定
し
ま
す
。

　
こ
の
計
画
策
定
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま

す
の
で
、
町
の
景
観
に
思
い
や
意
見
が
あ
る
人

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
身
体
・
知
的
障
害
者
相
談
員
は
、
障
が
い
の
あ

る
人
や
そ
の
家
族
な
ど
に
、
同
じ
悩
み
を
抱
え

る
立
場
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、相
談
の
内
容
な
ど
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
身
体
障
害
者
相
談
員

　
位
寄  

裕
之 （
朝
日
地
区
）  

☎
３
４‒

２
６
５
４

　
細
川  

一
男 （
朝
日
地
区
）  

☎
３
４‒

０
５
８
８

　
株
田  

數
馬 （
宮
崎
地
区
）  
☎
３
２‒

２
７
６
３

景
観
計
画
策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す

身
体
・
知
的
障
害
者
相
談
員
を
ご
紹
介
し
ま
す 応

募
対
象　
町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

募
集
人
数　
2
人

応
募
方
法　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

応
募
締
切　
7
月
20
日
㈮　
午
後
5
時
ま
で

会
議
予
定　
2
年
間
の
う
ち
、
7
回
程
度

　
　
　
　
　
平
日
の
日
中
に
開
催
予
定

問
合
せ
先　
定
住
促
進
課　
☎
３
４‒

８
７
２
７

　
仲
保  

國
勝 （
越
前
地
区
）  

☎
３
７‒

１
０
６
９

　
菅
原  

良
嗣 （
越
前
地
区
）  

☎
３
７‒

０
１
９
３

　
杉
森  

則
夫 （
織
田
地
区
）  

☎
３
６‒

１
２
６
２

●
知
的
障
害
者
相
談
員

　
日
向  

明
世 （
町
内
全
域
）

☎
０
７
７
６‒

２
５‒

０
１
３
９

　
寺
坂  

律
子 （
町
内
全
域
）  

☎
３
４‒

０
６
５
６

※
カ
ッ
コ
内
は
担
当
地
区

問
合
せ
先　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

越前町民による「火災予防標語」を募集します

　鯖江・丹生消防組合消防吏員募集
願書受付期間　7月9日（月）〜 8月17日（金）
※試験要綱・申込書は、消防本部、丹生分署、朝日分遣
所、越前分遣所、越前町役場、宮崎・越前・織田コミュ
ニティセンターにあります。
	 申込用紙または消防組合ホームページ（http://
www.fd-sabaenyu.jp）からダウンロードした様式
に必要事項を記入し、消防本部へ直接持参または郵送
でお申し込みください。
	 郵送の場合は、必ず書留郵便で、封筒の表に「鯖江・
丹生消防組合消防吏員採用候補者試験」と朱書きして
ください。8月17日までの消印のあるものに限り受け
付けます。

採用予定人員　消防吏員…若干名
（※採用予定人員は、職員の欠員状況などにより変更す
ることがあります。）

受験資格
◦性別・学歴など
性別、学歴は問いませんが、高等学校卒業程度の
学力が必要です。
日本国籍を有する人。

◦年齢
昭和63年4月2日から平成13年4月1日までに生
まれた人。
※詳細な受験資格は、お問い合わせください。

試験日・会場
◦第1次試験　9月16日（日）
　鯖江市スポーツ交流館
◦第2次試験　10月中旬　鯖江・丹生消防組合消防本部
　（日時は、第1次試験合格者に通知します）

職場説明会
受験希望者に対し職場説明会を下記のとおり開催
します。（受験に際し必須ではありません。）

　日　　時　7月7日（土）　午前9時から正午
　場　　所　鯖江・丹生消防組合消防本部　会議室
　内　　容　消防業務説明および署所見学

申込方法　消防本部総務課まで電話またはメール
でお申し込みください。

	 （申込締切：7月5日（木）正午まで）

目　　的	 火災のない安全なまち越前町を目指し、
町民の皆様から火災予防標語を募集し火
災予防の啓発を行います。

募集内容	 火災予防に関する標語

募集期間	 7月2日（月）〜 8月16日（木）
	 （郵送の場合は当日消印分まで有効とします）

応募対象	 町内に在住の人

応募方法	 標語、郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、
電話番号を明記の上、次のいずれかの方
法で応募してください。
（ア）郵便はがきまたは封書
（イ）丹生分署、朝日分遣所、越前分遣

所に備えてある応募用紙で提出
※応募用紙は鯖江・丹生消防組合
ホームページからダウンロード
もできます。

（ウ）FAX
（エ）電子メール

宛　　先	 〒916–0223
	 越前町下河原25–13–1
	 鯖江・丹生消防組合消防署丹生分署
	 ［FAX番号］36–0119
	 ［電子メールアドレス］
	 nyu@fd-sabaenyu.jp

作品展示　◦入賞作品は、町内の公共施設や、催事
場で巡回展示します。
◦最優秀作品は、丹生分署広告塔に展示
します。
◦応募作品と入賞作品の著作権は、越前
町防火協会に帰属します。

問合せ先	 鯖江 ･ 丹生消防組合消防署　丹生分署内
	 越前町防火協会事務局
　　　　　☎36–0119

問合せ先
鯖江･丹生消防組合消防本部　総務課
☎54–9110
メール　snfd-soumu@fd-sabaenyu.jp

「忘れてない？　サイフにスマホに火の確認」
平成30年度全国統一防火標語

受
付
期
間

　
7
月
1
日
㈰
〜
9
月
7
日
㈮

※
自
衛
官
候
補
生
（
男
）
の
受
付
は
、
年
間

を
通
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

試
験
職
種

　
①
航
空
学
生

　
②
一
般
曹
候
補
生

　
③
自
衛
官
候
補
生

自
衛
官
募
集
　
～
こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
仕
事
が
あ
る
～

受
験
資
格

①（
航
空
）
18
歳
〜
21
歳
未
満
で
高
卒
以
上

の
人
（
見
込
み
含
む
）

　
（
海
上
）
18
歳
〜
23
歳
未
満
で
高
卒
以
上

の
人
（
見
込
み
含
む
）

②
18
歳
〜
27
歳
未
満
の
人

③
18
歳
〜
27
歳
未
満
の
人

問
合
せ
先

　
自
衛
隊
福
井
地
方
協
力
本
部

　
越
前
地
域
事
務
所　
☎
２
２‒

６
１
３
９

広報 えちぜん7 平成30年７月号
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防災行政無線戸別受信機の設置をお願いします
防災行政無線テレフォンサービス（直近に放送した内容が確認できます）
☎34‒1444　☎34‒1445　☎34‒0866

　
不
用
に
な
っ
た
家
電
は
、
定
め
ら
れ
た
大
き

さ
（
幅
・
奥
行
・
高
さ
が
、
各
1
．2
メ
ー
ト
ル

×
2
メ
ー
ト
ル
）以
内
で
あ
れ
ば「
粗
大
ご
み
」、

各
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
内
で
あ
れ
ば
「
不
燃

ご
み
」
と
し
て
各
地
区
の
「
粗
大
ご
み
」、「
不

燃
ご
み
」
の
収
集
日
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、小
型
家
電
（
パ
ソ
コ
ン
、携
帯
電
話
、

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
）
は
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
ほ
か
役
場
、
宮
崎
・
越
前
・
織
田
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
ス
ー
パ
ー
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
ヤ
マ
キ
シ
に
あ
る
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ

ク
ス
に
も
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利

6
月
補
正
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

不
用
に
な
っ
た
家
電
製
品
の
出
し
方
に
つ
い
て ●

道
路
網
の
整
備

　
国
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
、
町
道
の
消
雪
設

備
の
工
事
や
橋
り
ょ
う
の
補
修
を
行
い
ま
す
。

［
１
億
７
，３
０
０
万
円
］

　
冬
期
間
、
道
路
除
雪
の
作
業
を
強
化
す
る
た

め
、
除
雪
車
を
購
入
し
ま
す
。

［
５
，０
８
７
万
円
］

●
農
業
の
振
興

　
小
規
模
な
農
村
集
落
の
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
農
業
用
の
用
排
水
路
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

［
２
，３
４
０
万
円
］

　
農
業
の
経
営
規
模
の
拡
大
や
園
芸
作
物
へ
の

転
換
に
取
り
組
む
農
業
法
人
に
対
し
て
、
農
業

用
機
械
の
導
入
を
支
援
し
ま
す
。

［
７
５
３
万
４
千
円
］

問
合
せ
先　
企
画
財
政
課　
☎
３
４‒

８
７
０
２

　
町
で
は
、
保
育
所
と
児
童
ク
ラ
ブ
の
嘱
託
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
受
付
期
間

　
7
月
2
日
㈪
〜
7
月
20
日
㈮

　
受
付
時
間
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

※
募
集
数
に
達
し
た
場
合
は
、
受
付
期
間
中

で
も
募
集
を
締
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

募
集
職
種
・
人
数

　
①
保
育
士　
1
人

　
②
放
課
後
児
童
支
援
員　
1
人

職
務
内
容

　
①
保
育
所
で
の
保
育
業
務

　
②
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
放
課
後
児
童
支
援
業
務

雇
用
期
間

　
①
平
成
30
年
8
月
1
日
〜
平
成
31
年
3
月
31
日

　
②
採
用
決
定
後
〜
平
成
31
年
3
月
31
日

必
要
資
格

　
①
保
育
士

②
保
育
士
・
幼
稚
園
・
小
中
学
校
教
諭
の
い

ず
れ
か
の
資
格

嘱
託
職
員
（
保
育
所
・
児
童
ク
ラ
ブ
）
募
集
の
お
知
ら
せ

勤
務
地

　
①
朝
日
西
保
育
所

　
②
宮
崎
児
童
館

勤
務
時
間
な
ど

　
①
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

　
　
（
月
〜
金
）

　
②
午
後
1
時
〜
6
時
（
月
〜
土
）

　
　
午
前
8
時
〜
午
後
6
時
の
う
ち
8
時
間　

　
　
（
学
校
の
長
期
休
暇
中
）

　
※
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
日
で
す
。

賃　
　
金
（
①
・
②
と
も
）

　
時
間
給
１
，０
０
０
円

通
勤
手
当
（
①
・
②
と
も
）

　
町
職
員
の
通
勤
手
当
に
準
ず
る

社
会
保
険
な
ど
（
①
・
②
と
も
）

　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用
保
険
、
労
災

応
募
書
類

　
履
歴
書
（
写
真
添
付
）、
資
格
証
の
写
し

選
考
方
法

　
書
類
選
考
、
面
接

問
合
せ
先　
　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

　
今
年
の
招
待
者
は
、
満
77
歳
以
上
（
昭
和
16

年
12
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
の
み
な
さ

ん
で
す
。

期　
　
　
日　
9
月
9
日
㈰

時
間
・
場
所

　
朝
日
地
区　
午
前
10
時
～

　
　
　
　
　
　
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

　
宮
崎
地
区　
午
前
10
時
40
分
～

　
　
　
　
　
　
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

平
成
30
年
度　
敬
老
会
の
ご
案
内

　
織
田
地
区　
午
前
11
時
10
分
～

　
　
　
　
　
　
サ
ン
ラ
イ
ズ
織
田

　
越
前
地
区　
午
前
11
時
50
分
～

　
　
　
　
　
　
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
体
育
館

問
合
せ
先

　
福
祉
課　
　
　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
２
５

　
宮
崎
住
民
サ
ー
ビ
ス
室　
☎
３
２‒

７
７
１
１

　
越
前
住
民
サ
ー
ビ
ス
室　
☎
３
７‒

７
７
１
１

　
織
田
住
民
サ
ー
ビ
ス
室　
☎
３
６‒

７
７
１
１

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署	 丹 生 分 署　☎36‒0119
	 朝日分遣所　☎34‒0119
	 越前分遣所　☎37‒0119
	 http://www.fd-sabaenyu.jp/

越前消防団宮崎地区第5分団　福井県消防操法大会出場

　第67回福井県消防操法大会（小型ポンプの部）に越前消防団の代表として宮崎地区第5分団が出場します。
宮崎地区第5分団は、地元に強く根付いたチームワークの優れた分団で、町の大会でも毎回優秀な成績を残
しています。

　宮崎地区第5分団が越前消防団の
誇りと名誉を懸け出場します。町民
のみなさんの温かいご声援をよろし
くお願いします。

出場選手は次のとおりです。
指揮者　齋藤　忠良
１番員　井上　高宏
２番員　井上　達也
３番員　高原　一典
補助員　武内　靖博
補欠員　下宮　孝明

日　時　7月21日（土）
場　所　福井県消防学校（福井市大畑町97–21–3）

第67回福井県消防操法大会練習時間　午前4時30分〜 6時30分

練習会場　宮崎中学校正面駐車場または丹生分署

用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷

凍
庫
、
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
は
、
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
に
よ
り
リ
サ
イ
ク
ル
が
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
、
町
で
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

決
め
ら
れ
て
い
る
手
続
き
に
よ
り
処
分
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

補正前予算額 補　正　額 補正後予算額

一般会計 129億6,817万8千円 3億2,585万2千円 132億9,403万円

特別会計 61億3,247万9千円 1,355万6千円 61億4,603万5千円

事業会計 8億8,070万8千円 △188万9千円 8億7,881万9千円

合　　計 199億8,136万5千円 3億3,751万9千円 203億1,888万4千円

6月補正予算の補正額は、
一般会計で3億2,585万2千円
（主な事業の内容は、下記のとおりです）

平成30年度 工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  5月16日～6月15日

問合せ先　監理課　 ☎34‒8719

工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主　管　課

平成30年度	 光ヶ丘大橋補修工事 内 郡 外 61,344,000 日光産業㈱ 建 設 課

平成30年度	 町道梅浦１号線道路改良工事 梅 浦 2,382,804 橋本建設㈱ 建 設 課

平成30年度	 長割土地区画整理事業測量調査業務委託 織 田 3,002,400 ㈱サンワコン 定住促進課

平成30年度	 気比庄第２土地区画整理事業測量調査設計業務委託 気 比 庄 13,824,000 ㈱サンワコン 定住促進課

平成30年度	 血ヶ平地区送水ポンプ施設改良工事測量設計業務 血 ヶ 平 12,420,000 ㈱東洋設計 福井支店 上下水道課

平成30年度	 朝日浄水場ろ過機ろ材交換工事 朝 日 3,348,000 荏原商事㈱ 福井支店 上下水道課

平成30年度	 越前地区中央監視装置更新工事　 越前町役場 41,580,000 荏原商事㈱ 福井支店 上下水道課

平成30年度	 高佐白浜浄水場急速ろ過機ろ過砂交換工事 高 佐 4,968,000 荏原商事㈱ 福井支店 上下水道課

平成30年度	 朝日小学校施設改修工事 天 王 17,031,600 丹南開発㈱ 学校教育課

平成30年度	 越前中学校改修工事設計監理業務委託 大 樟 2,538,000 伊部建築設計事務所 学校教育課
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A word from the international arena...

Vol.139
国際交流室から一言

平成30年度越前町国際交流協会（EIA）の会員を募集しています！

楽しい英会話教室（初級、中級）の受講生を募集しています。

問合せ先　越前町国際交流協会（国際交流室内）　☎34‒8713

　越前町国際交流協会の活動は、町民のみなさんによって支えられています。当協会は、青少年の国際交流事業
のほかに、町内での交流イベントや語学講座などにも取り組んでいます。こうした活動を通じて、グローバルな
視野を持つ青少年の育成、多文化共生の意識醸成や異なる文化をお互いに理解し合う社会の実現を目指しています。
みなさんのご参加とご支援をよろしくお願いします。

国際交流協会会費　個人 1,000円、団体 5,000円、小中高生 無料

　英会話教室の受講生を募集しています。日常会話を中心に初心者から上級者まで、年齢や英語力などに関係なく
誰でも気軽に参加できます。

　また、外国人向けの日本語講座も募集しています。教科書を使って、簡単な日本語文法と会話を中心に行います。
お知り合いの外国の人がいらっしゃいましたら、ぜひお知らせください。

　
町
で
は
、
広
く
町
民
の
み
な
さ
ん
に
教
科
や

教
科
書
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
町
内
の
小
中
学
校
で
使
用
さ
れ
て

い
る
教
科
書
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
教
科
書
を
ご
覧
に

な
り
、
会
場
内
で
意
見
や
感
想
を
記
入
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

会　
　
期　
7
月
12
日
㈭
ま
で

時　
　
間　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
10
時

場　
　
所　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先　
学
校
教
育
課　
☎
３
４‒

８
７
１
６

平
成
30
年
度
教
科
書
展
示
会
の
ご
案
内

マイナちゃんの　ポイントマイナンバー
ちなみに…
マイナちゃんの願いは、みなさんにマイ
ナンバーを大切にしていただくことです。

ワン

今月のマイナンバーカード休日交付窓口は、7月22日（日）です。
ご予約は、20日（金）までに住民環境課（☎34–8708）へお願いします。

学
習
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
様
々
な
事
情
を
抱
え
る
家
庭
の
小
中
学
生
を

対
象
と
し
た
学
習
教
室
で
、
勉
強
を
教
え
て
い

た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
都
合
が
つ
く
日

時
、
場
所
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
。

日　
　
時　
土
日
ま
た
は
平
日
夕
方
以
降
の
2

時
間
程
度

対
象
者　
教
員
Ｏ
Ｂ
、
大
学
生
な
ど

　
　
　
　
　
（
教
員
免
許
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

謝　
　
礼　
1
回
2
千
円（
旅
費
は
別
途
支
給
）

　
町
立
図
書
館
で
は
、
夏
休
み
期
間
中
の
日
曜

日
と
山
の
日
（
8
月
11
日
）
は
開
館
時
間
を
一

時
間
早
め
、
午
前
9
時
～
午
後
6
時
ま
で
開
館

し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

町
立
図
書
館　
延
長
開
館
の
お
知
ら
せ

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

　
働
き
た
く
て
も
仕
事
が
決
ま
ら
な
い
、
生
活

が
苦
し
い
、
就
職
が
う
ま
く
い
か
ず
家
に
ひ
き

こ
も
っ
て
い
る
、
借
金
が
あ
り
家
計
の
管
理
が

で
き
な
い
な
ど
、
暮
ら
し
や
仕
事
で
お
困
り
の

人
や
不
安
の
あ
る
人
の
相
談
を
受
け
、
生
活
の

立
て
直
し
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
ご
家
族
や

周
り
の
人
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　
丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
５
１‒

０
０
３
４

　
ま
た
、
宮
崎
、
越
前
、
織
田
分
館
の
開
館
時

間
は
通
常
通
り
で
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
町
立
図
書
館　
☎
３
４‒

０
３
９
５

男女共同参画・人権のとびら

問合せ先　男女共同参画・人権室　 ☎34-8715

人権擁護委員と「人KENまもる」くんが啓発活動

Vol.24

　「越前陶芸まつり」（5月26日）と「福井ミラクルエレファンツ公式戦　越前町の日」
（5月27日）の会場で、人権意識の普及啓発活動の一環としてマスコット人形やマイ
バックなどの啓発グッズとパンフレットを配布しました。
　会場では人KENまもる君が大人気で、人権擁護委員と一緒に、来場者に人権の大
切さを伝えました。

▲陶芸まつりでの啓発 ▲ミラクルエレファンツ試合会場での啓発

人権イメージキャラクター
人 KEN まもる君

　
7
月
は
『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』
強
調

月
間
で
す
。

　
『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』
と
は
、
す
べ

て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な

い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
、
今
年
で
68
回
を
迎
え
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
7
月
24
日
㈫　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時

場　
　
所　
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

内　
　
容　
標
語
・
作
文
表
彰
式

　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

　
　
　
　
　
鯖
江
・
丹
生
消
防
音
楽
隊
演
奏

”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“
～
内
閣
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
～

問
合
せ
先　
男
女
共
同
参
画
・
人
権
室

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
１
５

　
県
民
の
積
極
的
な
投
票
参
加
と
明
る
い
選
挙

の
推
進
を
呼
び
か
け
る
た
め
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
や
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

　
県
内
に
お
住
ま
い
の
人

応
募
方
法

応
募
用
紙
に
住
所
、
氏
名
な
ど
の
必
要
事
項

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
、
越
前
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
総
務
課
内
）、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
各
図
書
館
の
窓
口
に
設

置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
応
募
用
紙
は
町
や
福

井
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

応
募
期
間

　
8
月
31
日
㈮
ま
で

「
明
る
い
選
挙
啓
発
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
標
語
」
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

提
出
先

越
前
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）、

ま
た
は
、
応
募
用
紙
が
設
置
し
て
あ
る
町
内

施
設
の
窓
口

※
応
募
作
品
の
著
作
権
は
、
主
催
者
に
帰
属
す

る
も
の
と
し
、
今
後
の
各
種
啓
発
活
動
に
利

用
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　
越
前
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

　
☎
３
４‒

８
７
０
０

▲マスコットキャラクター
　更生ペンギンのホゴちゃんとサラちゃん

▲福井県明るい選挙
　イメージキャラクター
　めいすいサウルス

日　時　月2回木曜日　午前10時から11時30分まで
場　所　越前町生涯学習センター
講　師　山本　康代　
受講料　一般 4,000円　会員 3,000円
定　員　15人（随時募集）

日　時　月2回金曜日　午後7時30分から9時まで
場　所　越前町生涯学習センター
講　師　イゴルキナ　ビクトリア　
受講料　一般 4,000円　会員 3,000円
定　員　15人（随時募集）

初　　級 中　　級
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県
で
は
、
集
落
単
位
で
5
年
以
上
継
続
し
て

間
伐
な
ど
に
取
り
組
む
地
区
に
対
し
、
計
画
の

策
定
な
ど
に
１
４
０
万
円
（
初
年
度
の
み
）
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
通
常
、
間
伐
な
ど
を
実
施
し
た
場
合
、
自
己

負
担
が
生
じ
ま
す
が
、
集
落
単
位
で
ま
と
ま
る

こ
と
で
低
コ
ス
ト
化
に
つ
な
が
り
、
間
伐
材
も

ま
と
ま
っ
た
量
で
売
払
い
で
き
る
た
め
、
1
ヘ

ク
タ
ー
ル
あ
た
り
数
万
円
の
利
益
が
見
込
め
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
山
菜
の
販
売
や
き
の
こ
栽
培
な
ど
間

伐
以
外
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
派
遣
な
ど
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
集
落
）
林
業
に
取
り
組
む
地
区
を
支
援
し
ま
す

問
合
せ
先　
丹
南
農
林
総
合
事
務
所

　
　
　
　
　
林
業
部 
丹
生
林
業
・
木
材
活
用
課

　
　
　
　
　
☎
３
４‒
１
７
９
０

コミュニティ林業で整備した人工林

　
近
年
、
町
内
で
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
に
よ

る
農
地
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
現
状

を
踏
ま
え
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
隊
員
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
だ
け
る
人
材
の
育
成
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
狩
猟
免
許
な
ど
の
取
得
に
か
か
る

受
講
料
に
対
し
て
補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
農
林
水
産
課　
☎
３
４‒

８
７
０
４

有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
員
育
成
事
業
補
助
金

補助対象者 種　　別 内　　　容

個　　人

（越前町鳥獣
被害対策実
施隊で活動
する者また
は活動が見
込まれる者）

狩猟免許取得
受講料

◦受講料の1/2以内を
補助（銃免許上限
50,000円、わな免許
上限15,000円）

狩猟免許更新
受講料（わな）

◦受講料の1/2以内
（上限5,000円）を
補助

銃所持許可
更新受講料

◦受講料の1/2以内
（上限9,000円）を
補助

税率・賦課限度額が変わります

区　　分
医療保険分

（国保加入者全員）
後期高齢者支援金分
（国保加入者全員）

介護保険分
（40～ 64歳）

所 得 割 6.3% 1.35% 1.2% 

資 産 割 12.5% 3.0% 2.5% 

均 等 割 28,000円 6,500円 8,200円 

平 等 割
（1世帯あたり） 21,400円 5,000円 4,300円 

賦課限度額 580,000円 190,000円 160,000円 

軽減基準額の範囲が拡大されました
区　　分 前年の総所得金額等の合計金額

２割 軽 減
330,000円＋（500,000円×被保険者及び特定同一世帯者※1の人数）
以下の世帯所得※2

５割 軽 減
330,000円＋（275,000円×被保険者及び特定同一世帯者※1の人数）
以下の世帯所得※2

７割 軽 減 330,000円以下の世帯所得※2

※1  国民健康保険から後期高齢者医療制度に移った人
※2  65歳以上で年金収入がある人は、世帯所得から最大15万円引いた額が軽減判定基準額となります。

　
市
町
村
振
興
宝
く
じ
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
の
収

益
金
は
、
町
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
使
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
越
前
み
な
と

大
花
火
２
０
１
８
、
第
43
回
あ
さ
ひ
ま
つ
り
、

み
や
ざ
き
コ
ミ
セ
ン
夏
ま
つ
り
に
協
賛
し
て
い

ま
す
。

　
県
内
の
市
町
に
あ
る
宝
く
じ
売
り
場
で
購
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

販
売
期
間　
7
月
9
日
㈪
〜
8
月
3
日
㈮

問
合
せ
先　
（
公
財
）
福
井
県
市
町
振
興
協
会

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６‒

５
７‒

１
６
３
３

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
は
県
内
の
市
町
で
購
入
を

　

町
内
在
住
の
小
・
中
・
高
校
生
と
丹
生
高
校
生
を
対
象
と
し
た

夏
季
期
間
限
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
フ
リ
ー
パ
ス
券
を
発
売
し

ま
す
。
利
用
期
間
中
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
乗
り
放
題
に
な

り
、
大
変
お
得
で
す
。

　
購
入
さ
れ
た
人
に
は
「
路
線
図
・
時
刻
表
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

フ
リ
ー
パ
ス
券
で
町
内
を
回
っ
て
、
夏
の
思
い
出
づ
く
り
は
い
か
が

で
す
か
。

販
売
期
間　
7
月
2
日
㈪
〜
8
月
17
日
㈮

利
用
期
間　
7
月
21
日
㈯
〜
8
月
31
日
㈮

価　
　
格　
５
０
０
円

問
合
せ
先　
企
画
財
政
課　
☎
３
４‒

８
７
０
２

夏
季
期
間
限
定
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
フ
リ
ー
パ
ス
券
を
発
売
し
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
方
法
が
、
平
成
30

年
度
か
ら
資
産
割
を
廃
止
し
た
3
方
式
（
所
得

割
、
均
等
割
、
平
等
割
）
に
段
階
的
に
移
行
す

る
た
め
、
税
率
が
変
わ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
国
民
健
康

保
険
税
の
賦
課
限
度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
低

所
得
者
に
対
す
る
軽
減
措
置
の
範
囲
が
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。

　

現
在
お
使
い
の
医
療
費
受
給
資
格
証
の
有
効

期
限
は
7
月
31
日
㈫
ま
で
で
す
。
対
象
者
に
は

今
月
中
旬
ご
ろ
に
通
知
し
ま
す
の
で
、
更
新
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
本
人
や
扶
養
義
務
者
の
平
成
29
年

中
の
所
得
が
一
定
額
を
超
え
る
場
合
や
未
申
告

の
場
合
は
、
8
月
1
日
㈬
以
降
、
助
成
は
受
け

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
・
賦
課
限
度
額
・
軽
減
基
準
額
が
変
わ
り
ま
す

医
療
費
受
給
資
格
証
の
有
効
期
限
は
7
月
31
日
ま
で
で
す

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
み
な
さ

ん
へ
は
、
今
月
中
旬
に
納
税
通
知
書
を
発
送
し

ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
税
務
課　
☎
３
４‒

８
７
０
９

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
平
成
29
年
分
の
所
得
申

告
を
し
て
い
な
い
人
は
、
必
ず
申
告
を
済
ま
せ

て
か
ら
更
新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
重

度
障
害
者
医
療
費
受
給
資
格
証
は
直
接
郵
送
し

ま
す
の
で
、
更
新
手
続
き
は
不
要
で
す
。）

期　
　
限　
7
月
31
日
㈫

問
合
せ
先　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

保
険
証
（
被
保
険
者
証
）
の
更
新
時
期
で
す

　
現
在
お
使
い
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
7

月
31
日
㈫
ま
で
で
す
。
新
し
い
保
険
証
は
、
福

井
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
今
月
中

に
簡
易
書
留
で
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

8
月
1
日
か
ら
は
新
し
い
保
険
証
（
桃
色
）

を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

※
真
ん
中
で
切
り
離
す
と
無
効
に
な
り
ま
す
の

で
、
切
り
離
さ
ず
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
保
険
証
が
届
い
た
ら
、
現
在
の
保
険

証
（
緑
色
）
は
、
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
の
負
担
割
合
が
見
直
さ
れ
ま
す

　
8
月
1
日
か
ら
の
負
担
割
合
は
、
平
成
29
年

中
の
所
得
を
も
と
に
判
定
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
と
負
担
割
合
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先　
健
康
保
険
課　
☎
３
４‒

８
７
１
０

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
が
切
り
替
わ
り
ま
す

▲表 ▲裏
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手伝いを共同参画国指導	 笹下　利行
お手伝い今は塾へと様変わり	 富田コズエ川 柳

　
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
で
は
、
地
元
丹
南
企
業
の
生

産
意
欲
向
上
と
施
設
利
用
の
促
進
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
た
め
、
夕
方
の
時
間
帯
に
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
会

場
と
し
て
、
無
料
で
貸
出
し
て
い
ま
す
。

期　
　
間　
平
成
30
年
７
月
1
日
～

　
　
　
　
　
平
成
31
年
3
月
31
日

場　
　
所　
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

　
雨
田
光
平
記
念
館
で
は
、
現
在
、「
献け

ん

辞じ

か
ら

み
る
二
人
の
交
流
」
と
題
し
て
、
夏
の
展
示
が

開
催
中
で
す
。

　
献
辞
と
は
、
作
者
が
自
分
の
本
を
人
に
贈
る

と
き
、見
開
き
な
ど
に
書
く
言
葉
の
こ
と
で
す
。

　
雨
田
光
平
の
東
京
美
術
学
校
（
現
東
京
藝
術

大
学
）の
同
級
生
、曾
宮
一
念
は
洋
画
家
で
エ
ッ

セ
イ
ス
ト
で
も
あ
り
ま
し
た
。
曾
宮
は
雨
田
に

自
分
の
本
を
贈
る
と
き
、
献
辞
と
し
て
そ
の
日

の
で
き
ご
と
な
ど
を
簡
単
に
書
い
て
い
ま
す
。

仕
事
が
終
わ
っ
た
ら
軽
く
運
動
し
て
帰
り
ま
せ
ん
か
？

雨
田
光
平
記
念
館　
夏
の
展
示
の
お
し
ら
せ用　

　
途　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な

ど
の
軽
い
運
動

対　
　
象　
丹
南
地
区
に
あ
る
企
業
の
社
員
な
ど

利
用
時
間　
午
後
5
時
〜
9
時

利
用
料
金　
無
料

　
　
　
　
　
　
（
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
）

問
合
せ
先　
サ
ン
ド
ー
ム
福
井

　
　
　
　
　
☎
２
１‒

３
１
０
６

　
今
回
の
展
示
で
は
こ
れ
を
も
と
に
、
晩
年
ま

で
続
い
た
二
人
の
交
流
を
、
曾
宮
の
本
と
二
人

の
絵
画
や
彫
刻
作
品
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

会　
　
期

　
9
月
17
日
㈪
ま
で

時　
　
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

　
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

期
間
中
の
休
館
日

　
毎
週
月
曜
日

（
7
月
16
日
、
9
月
17
日
は
祝
日
の
た
め
開

館
し
、
7
月
17
日
を
休
館
日
と
し
ま
す
）

観
覧
料

　
一　
般　
１
０
０
円

　
団　
体　
80
円
（
20
人
以
上
）

　
共
通
券　
２
０
０
円
（
文
化
歴
史
館
共
通
）

※
中
学
生
以
下
、
70
歳
以
上
の
人
は
、
無
料

で
す
。
入
館
の
際
、
受
付
で
年
齢
の
わ
か

る
も
の
を
お
見
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
雨
田
光
平
記
念
館　
☎
３
６‒
２
６
６
６

Shining
working youth■

人
懐
っ
こ
い
性
格
が
売
り
で
す
。

　
今
年
で
勤
続
5
年
目
の
森
さ
ん
は
、
主
に
介
護
福
祉
施
設
の
経
理
や
設
備
管
理
、
防

災
対
策
な
ど
の
事
務
を
行
っ
て
い
る
、
笑
顔
が
素
敵
で
さ
わ
や
か
な
青
年
で
す
。
日
ご

ろ
か
ら
利
用
者
や
そ
の
家
族
に
丁
寧
で
、
心
を
込
め
た
対
応
を
心
掛
け
て
い
る
そ
う
で

す
。
利
用
者
に
と
っ
て
快
適
な
施
設
で
あ
り
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
気
持
ち
よ
く
働

け
る
よ
う
陰
で
支
え
ら
れ
る
人
材
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
言
い
た
い
こ
と
が
言
い
合
え
る
環
境
で
、
い
つ
も
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
、
こ
の
職
場
に
勤
め
て
よ
か
っ
た
こ
と
。

　
越
前
町
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
、
ま
ず
こ
こ
で
暮
ら
す
人
た
ち
の
人
柄
、
そ
し
て
お
い

し
い
海
の
幸
。
時
々
、
荒
れ
た
姿
を
見
せ
る
け
ど
、
お
い
し
い
魚
介
類
が
た
く
さ
ん
獲

れ
る
越
前
の
海
と
、
言
葉
遣
い
は
荒
い
け
ど
、
み
ん
な
気
が
良
い
と
い
う
越
前
町
民
の

人
柄
が
よ
く
似
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
週
2
回
は
必
ず
ジ
ム
に
通
い
、
休
日
は
友
人
と
ラ
イ
ブ
に
行
っ
た
り
、
お
酒
を
飲
み

に
行
っ
た
り
、
夏
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
楽
し
み
の
一
つ
だ
そ
う
で
公
私
と
も
に
充
実
し

た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

■
こ
れ
か
ら
就
職
す
る
人
に
向
け
て
一
言

　

就
職
す
る
と
、
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
な
ど
、
学
生
の
こ
ろ
は
深
く
考
え
て
な

か
っ
た
こ
と
も
必
要
に
な
り
ま
す
。何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
か
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
、

誠
意
を
も
っ
て
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

社会福祉法人　海楽園（米ノ区）

森
も り

　大
ひ ろ

臣
し げ

さん
（30歳　南越前町在住）

輝いてます！

働く若者
第6回

　

オ
ー
プ
ン
記
念
日
を
迎
え
た
越
前
が
に

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、「
わ
く
わ
く
か
に
っ
こ

フ
ェ
ス
タ
in
越
前
」
を
開
き
ま
す
。
夏
休
み
の

思
い
出
に
い
ろ
い
ろ
な
企
画
も
ご
用
意
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
道
の
駅
「
越
前
」
に
ぎ
わ
い

広
場
で
も
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
も
開
か
れ
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
　
時　
7
月
22
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時
ま
で

場　
　
所　
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
　
　
道
の
駅
「
越
前
」
に
ぎ
わ
い
広
場

「
わ
く
わ
く
か
に
っ
こ
フ
ェ
ス
タ
in
越
前
」
開
催　
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

内　
　
容　
バ
ル
ー
ン
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
先
着
30

人
）、
館
内
宝
探
し
ラ
リ
ー
、
バ

ル
ー
ン
体
験
教
室
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン

ス
シ
ョ
ー
、
和
太
鼓
演
奏
な
ど

問
合
せ
先　
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
　
　
☎
３
７‒

２
６
２
６

　
福
井
県
陶
芸
館
の
陶
芸
教
室
で
は
、
越
前
の

粘
土
で『
は
に
わ
』を
作
る
講
座
を
開
き
ま
す
。

『
は
に
わ
』
作
り
は
、
陶
芸
教
室
ス
タ
ッ
フ
が

丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
で
、
資
料
で
見
た
伝

統
的
な
か
た
ち
の
『
は
に
わ
』
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
現
代
風
に
粘
土
で
か
わ
い
く
飾

り
つ
け
る
な
ど
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
か
た
ち
も
作

れ
ま
す
。

　
今
回
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
町
の
史
跡
を
発
掘
調

査
し
て
い
る
越
前
町
織
田
文
化
歴
史
館
の
学
芸

員
堀
大
介
さ
ん
を
講
師
に
『
は
に
わ
』
に
つ
い

て
の
お
話
を
聞
け
る
こ
と
で
す
。
気
軽
に
質
問

で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

ち
ょ
っ
と
特
別
な
も
の
を
作
っ
て
み
た
い

人
、
歴
史
の
学
び
を
深
め
た
い
人
、
夏
休
み
の

宿
題
を
迷
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
、
満
足
い

た
だ
け
る
内
容
で
す
。

夏
休
み　
は
に
わ
作
り
講
座

日　
　
時　
7
月
22
日
㈰　
午
後
1
時
30
分
～

場　
　
所　
福
井
県
陶
芸
館　
陶
芸
教
室

定　
　
員　
20
人

参
加
費　
２
，０
０
０
円

問
合
せ
先　
福
井
県
陶
芸
館　
☎
３
２‒
２
１
７
４

▲オリジナルの『はにわ』を作ってみよう！

　
民
踊
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
て
あ
さ
ひ
ま
つ
り

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
者
に
は
パ
レ
ー
ド

終
了
後
に
、
豪
華
賞
品
が
当
た
る
抽
選
会
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
事
前
に
踊
り
の
練
習
を
行
い
ま
す
の
で
、
初

め
て
の
人
で
も
安
心
で
す
。
民
踊
パ
レ
ー
ド
に

参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

あ
さ
ひ
ま
つ
り
民
踊
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
よ
う練

習
日
時
・
場
所

　
7
月
11
日
㈬　
午
後
8
時
～

　
　
町
営
朝
日
体
育
館
（
陽
光
館
隣
り
）

　
7
月
18
日
㈬　
午
後
8
時
～

　
　
町
営
朝
日
体
育
館
（
陽
光
館
隣
り
）

　
7
月
25
日
㈬　
午
後
8
時
～

　
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
糸
生
分
館

問
合
せ
先

　
あ
さ
ひ
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
商
工
観
光
課
内
）
☎
３
４‒

８
７
２
０

植
物
標
本
づ
く
り
教
室

　
植
物
の
探
し
方
、
採
取
方
法
、
押
し
葉
標
本

の
作
り
方
、
ま
と
め
方
を
学
べ
ま
す
。

日　
　
時　
7
月
22
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

内　
　
容　
古
墳
公
園
で
植
物
採
集
後
、
植
物

館
で
標
本
づ
く
り

定　
　
員　
30
人 （
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
）

参
加
費　
１
０
０
円
（
保
険
料
含
む
、入
園
料
別
）

準
備
物　
山
歩
き
の
服
装
で
、
虫
よ
け
、
熱

中
症
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

プ
ラ
ン
ト
ピ
ア　
夏
休
み
の
自
由
研
究
向
け
教
室

葉
脈
標
本
づ
く
り
教
室

　
植
物
の
種
類
ご
と
に
、
個
性
あ
る
葉
脈
を

使
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
が
作
れ
ま
す
。

日　
　
時　
8
月
11
日
㈯

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

内　
　
容　
ア
ル
カ
リ
液
で
葉
脈
だ
け
を
残
し

た
葉
を
作
り
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工

し
た
標
本
を
作
り
ま
す
。

定　
　
員　
30
人（
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
）

参
加
費　
２
０
０
円
（
材
料
費・入
園
料
別
）

▲「向日葵」（作者：曾宮一念）

問
合
せ
先　
福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

１
１
２
０

入
園
料　
大　
人　
３
０
０
円

　
　
　
　
　
中
高
生　
２
０
０
円

　
　
　
　
　
小
学
生　
１
０
０
円

広報 えちぜん 14平成30年７月号広報 えちぜん15 平成30年７月号

I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせみんな集まれ



宿題より手伝い褒めてくれた親	 渡辺　照子
目的の見上げた坂があればこそ	 山田千栄子川 柳家並みがさそう古里車窓から	 松村　典子

あんな坂こんな坂越え今の背な	 武藤　久子川 柳

7月の休館日　2・9・17・23・30日　　開館時間　午前9時 〜午後5時（最終入館は午後4時30分）

越前陶芸村文化交流会館を楽しもう！　7月のイベント情報

　毎年好評いただいている当館夏の企画展示「陶の
涼感〜七夕の輝き2018 〜」を開催。越前焼の灯り
とりと、町内保育所（園）・小学1年生児童の願いが
詰まった短冊飾りがたなびく幻想的な空間をぜひ感
じてみてください。

期　間	 7月7日（土）〜 22日（日）
	 ※期間中休館日　9日・17日
時　間	 午前9時～午後5時
	 （最終入館は午後4時30分）
場　所　越前陶芸村文化交流会館ホール
入場料　無料（灯りとりはご購入いただけます）

今月の陶と「　　」と花のテーマは…

「墨
すみ

蛍
ほたる

」
　墨のアーティスト 上田みゆきさんに教えてもらい
ながら、越前の丸和紙に墨で蛍を描こう！描いた後
は LED ライトを仕込んだ蛍の灯りが陶の涼感の会場
に舞います。

期　間　7月15日（日）
時　間　午後1時30分〜
場　所　越前陶芸村文化交流会館
入場料　1,000円（材料費込み）

陶の涼感2018

MISTERY NIGHT TOUR 2018

日　　時	 10月20日（土）　怪場：午後4時30分
　　　　　　　　　　　　　 怪宴：午後5時
料　　金	 前売：5,500円（税込）
	 当日：6,000円（税込）
	 全席指定
場　　所	 越前陶芸村文化交流会館ホール
チケット	 越前陶芸村文化交流会館でご購入いただけます
	 ※未就学児のご入場はご遠慮ください。

稲川淳二の怪談ナイト

問合せ先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎32‒3200

広報 えちぜん 16平成30年７月号広報 えちぜん17 平成30年７月号

I n f o r m a t i o nえちぜんみんな集まれ

　「越前夏まつり」は今年から花火をメインと
したイベントとして「越前みなと大花火」に名
称を変更します。
　今年は、「酔

す い

焰
え ん

 〜今夜だけでも…〜」 をテーマ
に2尺玉を含む約13000発の圧倒的な迫力の花
火が、越前漁港の夜空を彩ります。
　福井県内で一番最初に開かれる夏の花火大会
をお楽しみください。

17：00~ オープニングセレモニー
17：20~ オープニングアトラクション
 （順不同）
 ・あさがお保育園、
 ・あさひ、朝日西、朝日南保育所
 ・朝日中学校弦楽部
 ・童謡 わらべ（合唱）
 ・バトントワラーズ フェリーチェ
18：30~ 福井県警察音楽隊パレ―ド
19：00~ 民踊パレード
19：30~ あんどん山車巡行　19基
21：00~ 打上花火

17：00~ 鯖江・丹生消防音楽隊ドリル演奏
17：15~ 福井しあわせ元気国体2018
 はぴねすダンス Party
17：30~ YOSAKOI
 あさひ幸若乱舞　朝日蒼天龍神
 他8組予定
18：40~ あさりんピック
 歌うま採点バトルほか
20：00~ 和太鼓と歌のファンタジー
 まほろば ライブ
21：00~ お楽しみ抽選会発表

イベントスケジュール

　当日は、越前地区をシャトルバスが運行します。
各バス停留所を随時発車しますので、シャトルバス
をご利用ください。

　越前みなと大花火Ｔシャツの注文受付を『越前町役
場商工観光課、宮崎、越前、織田コミュニティセンター
窓口』でも行っていますので、ご利用ください。

シャトルバス運行のお知らせ

越前みなと大花火Ｔシャツの販売について

民踊パレード、あんどん山車は土曜日巡行！

越前みなと大花火2018

第43回あさひまつり

7
月
28
日
㈯

7
月
29
日
㈰

イベントスケジュール
14：00～ プレオープン
17：30～ 土屋マミ＆トランぺットヒーローズ
 による「ゴージャスな歌と演奏」
18：30～ オープニングセレモニー
19：00～ 盆踊り大会
20：00～ 花火大会



一人居の家を見守るボランティア	 山内　千代
家の中年代物が時刻む	 山谷　ゆり川 柳Ｕターン先祖喜ぶ声がする	 司辻　文子

急な坂ようやく越えて今の幸	 向当みつ子川 柳

問合せ先
子育て世代包括支援センター
☎34–8821

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医
7 月 1 日㈰ 織田病院 ☎36–1000
7 月 8 日㈰ 橘医院 ☎36–0015
7 月15日㈰ 両林医院 ☎37–0005
7 月16日㈪ 藤田医院 ☎34–0044
7 月22日㈰ 織田病院 ☎36–1000
7 月29日㈰ 織田病院 ☎36–1000

♥1歳6か月児健診
7 月12日㈭ 午後 1 時～ 4時 織田コミュニティセンター

♥離乳食教室（前期）（予約制）
7 月 4 日㈬ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

♦無料法律相談会（予約制）
7月24日㈫ 午後 1 時～ 4時 宮崎コミュニティセンター

♦介護おはなし会
7月26日㈭ 午後 1 時～ 3時 織田コミュニティセンター

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分～ 11時30分 社会福祉センター

♦くらしの困りごと相談会
7 月 3日㈫

午後 1 時～ 4時

社会福祉センター
7月10日㈫ 越前地域福祉センター
7月17日㈫ 織田コミュニティセンター
7月24日㈫ 宮崎コミュニティセンター

♥助産師さんとの座談会
7 月30日㈪ 午前 9 時30分～正午 越前コミュニティセンター

問合せ先	 ♠健康保険課	 ☎34‒8710
	 ♥子育て世代包括支援センター	 ☎34‒8821
	 ♦越前町社会福祉協議会	 ☎34‒2388

健診※ 肺がん 胃がん 乳がん 子宮頸がん

7 月 1 日㈰
午前 8 時30分～ 11時

越前町生涯学習センター
● ● ● ●

午前 9 時～ 10時 ●

7月 3 日㈫
午前 9 時30分～ 10時30分 越前陶芸村文化交流会館 ● ●
午後 1 時～ 2 時 織田コミュニティセンター ● ● ● ●

7月 9 日㈪
午前 9 時～ 10時 萩野生活改善センター ● ●
午後 1 時30分～ 2 時30分 佐々生集落生活改善センター ● ●

7月10日㈫
午前 8 時30分～ 10時30分

越前サブコミュニティセンター
● ● ●

午後 1 時～ 2 時 ● ● ● ●

7月12日㈭
午前 9 時～ 10時 小樟地区集会施設 ● ●
午後 1 時30分～ 2 時30分 城ヶ谷地区集会施設 ● ●

7月24日㈫
午前 8 時30分～ 10時30分

宮崎コミュニティセンター
● ● ●

午後 1 時～ 2 時 ● ● ● ●
※肝炎検査・ピロリ菌検査・前立腺がん検診もあわせて実施。

♠集団健診日程（予約制）

広報 えちぜん 18平成30年７月号広報 えちぜん19 平成30年７月号

I n f o r m a t i o nえちぜん健康な暮らしのために

こちら健康増進係 み な さ ん の 健 康 づ く り を 応 援 し ま す ！第34回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

問合せ先　健康保険課　☎34–8710

　5月15日（火）、織田コミュニティセンターで、離乳食教室
が開かれ、10組の親子が参加しました。
　体重や身長を測定し、お子さんの成長を一緒に確認しました。
管理栄養士から月齢に合った簡単な離乳食の調理法・保存法を
学び、試食も行いました。
　この時期はつたい歩きができるようになり、動きも活発にな
るため、赤ちゃんのよくある事故防止
についても振り返っていきました。教
室に参加したお母さん同士で育児の大
変さや育児の知恵を共有する場にもな
りました。

離乳食教室が開催されました
子育て世代包括支援センターだより
│

│

│ ├ ├
├

健康づくり出前講座を行っています

気づいて！肝臓の SOS ！

　人生90年時代。いつまでもいきいきと充実した日々を過ごすためには、日頃の
健康づくりが大切です。公民館や職場の会議室など、身近な場所で気の合う仲間
と一緒に、気軽に健康づくりを始めませんか？

7月23日～ 29日は肝臓週間です
　肝臓は、アルコールや薬を処理する解毒の働きや糖を貯蔵して血糖値を一定に保ったり、コレステ
ロールを作るなど、重要な臓器です。肝臓は「沈黙の臓器」と呼ばれ、異常があってもよほど悪化し
ないと自覚症状は現れません。年に一度は健康診査を受け、体の状況を確認しましょう。
　お酒の飲み過ぎは肝臓を悪くするというイメージがありますが、お酒だけでなく、食べ過ぎや肥満
も肝臓に負担をかけます。肝臓を守るためにも、週2日は休肝日を設け、食べ過ぎに気を付けましょう。
　また、肝炎ウイルスの感染による肝炎は肝硬変や肝がんなどの原因の1つです。早期に発見・治療
をすれば進行を遅らせることができます。町の集団検診で40歳以上の人を対象に肝炎ウイルス検査を
実施していますので、症状がなくても、肝炎検査を受けましょう。

対　象　町民で構成する区、団体、グループなど
講　師　保健師・栄養士・健康運動指導士など
申込み　希望日の2か月前までに、健康づくり出前講座申込書を、健康保険課（健康増進係）にご提

出ください。
内　容　以下のメニューからお選びください。（メニュー以外の内容は、別途ご相談ください）
持ち物　健康チャレンジカード（5月号広報と一緒に配布済）

講　　　座　　　名 内　　　　　　　　　　容

か ら だ

高血圧ってなに？ 血圧のメカニズム、薬がどうやって効くかなど

糖尿病ってなに？ 私の血糖値が上がるわけなど

がんを予防しよう！ がん予防の生活や検診受診のすすめ
私の地区の特徴
「健診から見える地域の特徴」 地区別の健診結果分析から生活習慣を考えます

こ こ ろ こころの健康づくり ストレスケア、心の病気と予防と周囲のかかわり方

た べ る
お口の健康 お口のケアや歯周病予防

今日から食べよう、1日野菜350g 野菜が350g 必要なわけや野菜の食べ方など

おいしく食べて賢く　減塩 減塩の方法と減塩食品の使い方など

うんどう
若いころから関節を守る 40〜 50代から考える変形性膝関節症予防

★ロコモを予防しよう！ ロコモを予防するための手軽な運動

正しいラジオ体操 ラジオ体操を正しく実践

★ロコモとは、骨、筋肉、関節などの衰えにより、日常生活の「立つ」 「歩く」などの動作が難しくなる状態のことです

【お酒の適正量の目安】
ビ ー ル 中びん1本	 500ml ウ イ ス キ ー ダブル1杯	 60ml

日 本 酒 1合	 180ml ワ イ ン 1/4本	 約180ml

焼 酎 0.6合	 約110ml 缶チューハイ 1.5缶	 約520ml

えちぜん健康チャレンジ
講座対象

申込みを
募集します！

お友達と一緒に

食べるって

楽しいなあ♪



広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中

酒の酔いが手伝い父の雄弁さ	 原　　榮子
いろは坂何度も越えて今の位置	 木下百合子川 柳 広報 えちぜん 20平成30年７月号広報 えちぜん21 平成30年７月号

保育所（園） 実　施　日 電話番号

朝 日 西 保 育 所  7 月11日（水） 34–5602

朝 日 南 保 育 所  7 月11日（水） 34–1614

あ さ ひ 保 育 所  7 月10日（火） 34–0081

あ さ が お 保 育 園  7 月10日（火） 34–1110

宮 崎 中 央 保 育 所  7 月 9 日（月） 32–2067

小 曽 原 保 育 所  7 月11日（水） 32–2039

陶 の 谷 保 育 所 毎 日 午 前 中 32–3014

西 徳 寺 保 育 園 要 問 合 せ 37–1354

四 ヶ 浦 保 育 園 毎 日 午 前 中 37–0305

織 田 保 育 所 毎 日 午 前 中 36–0160

は ぎ の 保 育 園 毎 日 午 前 中 36–0396

た い ら 保 育 園 毎 日 午 前 中 36–0251

※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
6
月
15
日
現
在
）

（
6
月
15
日
現
在
）

人口と世帯
（6月1日現在）

　

こ
の
写
真
は
、
5
月
27
日
に
行
わ
れ
た
「
第
30

回
泰
澄
越
知
山
登
山
」
で
の
一
コ
マ
で
す
。

　

登
山
を
企
画
す
る
越
知
山
泰
澄
塾
は
今
年
で
創

立
30
周
年
を
迎
え
、
記
念
大
会
と
し
て
開
か
れ
ま

し
た
。
当
日
は
県
内
外
か
ら
約
１
３
０
人
が
参
加

し
、
青
空
の
下
、
緑
豊
か
な
自
然
を
楽
し
み
な
が

ら
、
登
山
道
に
あ
る
史
跡
や
地
蔵
群
に
歩
み
を
止

め
、
越
知
山
の
魅
力
を
満
喫
し
て
い
る
様
子
で
し

た
。
参
加
し
た
人
た
ち
は
山
頂
で
神
事
を
見
学
し
、

鍋
の
ふ
る
ま
い
や
三
味
線
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し

ん
だ
後
、
終
点
で
あ
る
悠
久
ロ
マ
ン
の
杜
を
目
指

す
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
と
小
六
所
山
を
経
由
す
る
ロ

ン
グ
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
出
発
し
ま
し
た
。

　

表
紙
の
四
字
熟
語
「
元げ
ん

気き

溌は
つ

剌ら
つ

」
で
す
が
、
溌

剌
は
魚
が
水
面
か
ら
飛
び
跳
ね
る
様
を
い
い
、
気

力
に
満
ち
溢
れ
、
い
き
い
き
と
し
て
い
る
と
い
う

意
味
で
す
。
登
山
に
参
加
し
た
人
た
ち
の
笑
顔
と

光
る
汗
が
と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

人　口	 21,816人

　男	 10,571人
　女	 11,245人
世帯数	 7,261戸

（前月より78人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

表
紙
の
写
真

西
田
中	

耒き

田だ　

悠ゆ

乃の

（
孝
志
、
女
）

西
田
中	

セ
ラ
ー
ノ　

カ
ー
メ
ロ

　
　
　
　
　

 

（
カ
ー
メ
ロ
ジ
ュ
ニ
ア
、
男
）

気
比
庄	

北き
た

野の　

晃こ
う

基き

（
勝
己
、
男
）

乙　

坂	

小お

川が
わ　

弥み
つ

希き

（
知
浩
、
男
）

金　

谷	

髙た
か

橋は
し　

統と
う

馬ま

（
大
貴
、
男
）

八　

田	

河か

合わ
い　

玲れ
い

愛あ

（
佑
司
、
女
）

梅　

浦	

宮み
や

本も
と　
　

旭
あ
さ
ひ（

駿
、
男
）

小　

樟	

川か
わ

上か
み　

幸ゆ
き

人と

（
拓
哉
、
男
）

高　

橋	

服は
っ

部と
り　

有ゆ
う

晟せ
い

（
敬
亮
、
男
）

寺　

家	

藤ふ
じ

野の　

百も
も

華か

（
隆
志
、
女
）

上　

戸	

新に
っ

田た　

優ゆ
う

燈ひ

（
陽
介
、
男
）

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
61

―
日
本
遺
産 

編
―

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎51–0101

7月の越前町関連の番組放送予定
たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

※町公式動画チャンネルで、「いきいき情報局」
を放送開始日から同時配信中！

	 バックナンバーを含め、いつでも「いきい
き情報局」がご覧いただけます。

■ 「越前町いきいき情報局」
①7：55～　②12：55～
③19：55～　毎日5分間放送中！

越前みなと大花火2018
【放送中～7月13日㈮】

第43回あさひまつり
【7月14日㈯～7月27日㈮】

越前町若者移住促進プロジェクト
【7月28日㈯～8月10日㈮】

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド
知ってる人が

出演してるかも？

■ 「丹南ふれあい百景　おたっしゃ珍道中」
夏に推薦！田吾作 水仙ボランティアへ の巻

【7月14日㈯～7月20日㈮】
■ 「エンジョイ丹南！山めぐり」

六所山～花立峠コース～夏を迎えた山を歩く
【7月21日㈯～7月27日㈮】

■ 「Jr.+（ジュニアプラス）」
みんなで楽しもう！
むかしあそびスタンプラリー

【7月21日㈯～7月27日㈮】

学芸員 K

Ｅ子

Ｅ
子 

小
曽
原
の
山
内
伊
右
衛
門
と
平
等
の
吉
田
長
兵

衞
が
目
指
し
た
白
い
や
き
も
の
っ
て
ど
ん
な
や

き
も
の
だ
っ
た
の
で
す
か
？
越
前
焼
っ
て
黒
っ

ぽ
い
茶
色
っ
て
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
す

け
ど
。

学
Ｋ 

ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
時
期
に
活
動
し
て
い
た
二
人

で
す
が
、
地
元
の
原
材
料
を
使
っ
て
山
内
は
色

絵
陶
器
、吉
田
は
白
磁
の
生
産
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

Ｅ
子 

え
？
白
磁
？
白
磁
っ
て
磁
器
で
す
よ
ね
？
材
料

が
陶
器
と
違
い
ま
す
よ
ね
？
越
前
町
で
材
料
が

と
れ
た
の
で
す
か
？

学
Ｋ 

材
料
は
あ
っ
た
の
で
す
。
磁
器
の
生
産
に
必
要

な
ガ
ラ
ス
成
分
を
含
ん
だ
陶
石
が
、
平
等
や
八

田
、熊
谷
で
見
つ
か
り
ま
し
た
。

	

し
か
し
瀬
戸
市
陶
磁
器
試
験
所
で
分
析
し
て
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
、
町
内
で
と
れ
る
陶
石
は
、
残

念
な
こ
と
に
あ
ま
り
磁
器
生
産
に
向
い
て
い
な

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
地
元
の

材
料
だ
け
で
は
、
白
磁
の
生
産
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

Ｅ
子 

…
と
い
う
こ
と
は
？

学
Ｋ 

よ
そ
か
ら
材
料
を
仕
入
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の

で
す
。

Ｅ
子 

あ
あ
ー
残
念
で
す
。

学
Ｋ 

吉
田
は
明
治
30
年
、
平
等
に
磁
器
専
用
の
上
り

窯
を
築
き
、2
年
後
に「
葵
園
」と
名
前
を
つ
け

ま
し
た
。

Ｅ
子 

「
葵
園
」で
す
か
…
な
ん
だ
か
葵
の
御
紋
を
連
想

し
て
し
ま
う
名
前
で
す
ね
。

学
Ｋ 

実
は
、
吉
田
家
が
福
井
藩
主
で
あ
っ
た
松
平
家

と
交
流
が
あ
っ
た
た
め
、
窯
に「
葵
園
」
と
い
う

名
前
を
つ
け
た
、と
も
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

	

「
葵
園
」で
つ
く
ら
れ
た
白
磁
の
花
瓶
の
一
つ
が
、

現
在
も
織
田
地
区
の
劔
神
社
に
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
桜
の
よ
う
な
花
が
咲
い
て
い
る
枝
に
、
２

羽
の
ク
ジ
ャ
ク
が
止
ま
っ
て
い
る
様
子
を
描
い

た
、と
て
も
美
し
い
花
瓶
で
す
。こ
の
花
瓶
は
、

明
治
42
年
に
皇
太
子
殿
下
献
上
品
と
し
て
作
ら

れ
た
も
の
と
同
じ
も
の
で
、
大
正
8
年
に
吉
田

が
劔
神
社
に
奉
納
し
ま
し
た
。

Ｅ
子 

見
て
み
た
い
で
す
ね
。

学
Ｋ 

9
月
か
ら
は
じ
ま
る
織
田
文
化
歴
史
館
の
特
別

展
示
で
公
開
さ
れ
ま
す
よ
。

Ｅ
子 
本
当
で
す
か
！
楽
し
み
！
と
こ
ろ
で「
葵
園
」

は
今
も
白
磁
を
作
っ
て
い
る
の
で
す
か
？
私
、

全
然
知
ら
な
か
っ
た
。

学
Ｋ 

残
念
な
が
ら「
葵
園
」は
大
正
8
年
頃
、廃
業
し

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
吉
田
は
、
新

製
品
の
開
発
の
他
に
も
う
一
つ
、
重
要
な
こ
と

を
し
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？

学
Ｋ 

こ
れ
は
小
曽
原
の
山
内
伊
右
衛
門
も
し
て
い
た

こ
と
で
す
。
二
人
は
、
こ
れ
か
ら
窯
業
を
続
け

て
い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
新
製
品「
白

い
や
き
も
の
」
の
開
発
と
、
そ
れ
か
ら
後
継
者

を
育
て
て
技
術
を
伝
え
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え

ま
し
た
。

	

そ
の
た
め
山
内
も
吉
田
も
、
窯
業
を
学
ぶ
た
め

の
学
校
を
作
り
ま
し
た
。

　

7
月
に
入
り
、
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

今
月
は
「
越
前
み
な
と
大
花
火
２
０
１
８
」
と

「
あ
さ
ひ
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
ま
す
。
夜
空
を
彩
る

1
万
3
千
発
の
花
火
、
勇
壮
な
あ
ん
ど
ん
山
車
が

み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、
息
子
が
始
め
た
少
年
野
球
の
付

き
添
い
で
、
週
末
は
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

行
っ
て
い
ま
す
。
日
焼
け
で
首
や
腕
が
ヒ
リ
ヒ
リ

し
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。

　

み
な
さ
ん
も
外
に
出
る
と
き
は
、
こ
ま
め
に
水

分
補
給
を
す
る
な
ど
、
熱
中
症
対
策
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

編
集
後
記

西
田
中	

月
田　

政
扶
さ
ん
（
82
歳
）

内　

郡	

木
下　

勝
己
さ
ん
（
65
歳
）

佐
々
生	

出
口
は
る
こ
さ
ん
（
87
歳
）

栃　

川	

田
邉　

憲
幸
さ
ん
（
79
歳
）

天　

王	

眞
田
ハ
ル
イ
さ
ん
（
97
歳
）

上
糸
生	

渡
邉　

清
子
さ
ん
（
84
歳
）

樫　

津	

大
迫
由
美
子
さ
ん
（
65
歳
）

小　

樟	

増
田
サ
キ
ヲ
さ
ん
（
88
歳
）

小　

樟	

川
上
芳
太
郎
さ
ん
（
93
歳
）

小　

樟	

吉
田　

利
夫
さ
ん
（
89
歳
）

米　

ノ	

北
野　

昌
昭
さ
ん
（
65
歳
）

米　

ノ	

山
野
さ
よ
子
さ
ん
（
83
歳
）

鎌　

坂	

駒
野
津
太
江
さ
ん
（
84
歳
）

市　

場	

水
谷　

政
子
さ
ん
（
72
歳
）

四
ツ
杉	

神
谷
す
み
子
さ
ん
（
68
歳
）



日　時　8月26日（日）

　　　　16：00 〜 20：30頃

場　所　悠久ロマンの杜

最小催行人数　10人以上

定　員　40人
料　金　3,000円

悠久ロマンの杜の
おいしい流しそば
と本格的なキャン
プファイヤーを楽
しもう♪

流しそばと
キャンプファイヤー

日　時　7月22日（日）〜 9月末随時
　　　　浜の活丼 食処えちぜん
　　　　（17：00までの食事）
　　　　クルーズ  19：00頃〜
集合場所　越前町観光連盟
最小催行人数　4人以上
定　員　20人
料　金　6,000円
※但し2人での利用は
　一人3,000円 UP

サンセットクルーズと恋する
彩（IRODORI）丼ランチ

日　時　8月26日（日）
　　　　10：00 〜 17：00
バス乗車場所　JR 鯖江駅・
　　　　　　　織田文化歴史館
最小催行人数　10人以上
定　員　27人
料　金　8,000円

学芸員と行く！ 
越前古墳バスツアー 日　時　10月末まで（随時）

　　　　10：00 〜 12：00
集合場所　越前町観光連盟
最小催行人数　2人以上
定　員　5人
料　金　3,000円

インスタ映え！？な

活魚の姿づくり体験

日　時　8月12日（日）
　　　　10：30 〜 13：00
場　所　織田文化歴史館
最小催行人数　5人以上
定　員　15人
料　金　2,500円

持てばパワー全開！

まがたまづくりと古代弁当

日　時　7月21日（土）〜 8月19日（日）　　　　随時
　　　　10：00 〜 11：30
集合場所　あさひ愛農園
最小催行人数　4人以上
定　員　20人
料　金　3,000円

米ぬかは美容
効果たっぷりの
スーパーフード！

『あさひ愛農園』見学と
米ぬか桃タルトづくり体験

越前海岸国定公園
指定５０周年！
越前海岸の魅力あふれる写真を
SNSで投稿してみんなに広めよう！
　越前町の越前海岸で撮影した、魅力あふれる
写真をハッシュタグ「# チャレンジ越前海岸」を
つけて SNS で投稿してください。投稿いただい
た人の中から抽選で、越前町観光利用券や越前
海岸オリジナルグッズをプレゼントいたします。

問合せ先　（一社）越前町観光連盟　☎37–1234

遊漁船に乗って船上から魚釣りやイカ
釣り体験に挑戦！

透明度抜群の越前海岸はダイビング
の人気スポット！

越前海岸の海水浴場は、岩場が多くて生き物がいっ
ぱい！磯遊びで生き物観察に向いています。

夏の越前沖にはイカ釣り漁船がいっぱい。漁火の
強い光に、頭上の満天の星空を楽しもう！

越前町体感プログラム「越前ロコ旅」で越前町を満喫。
インターネットもしくはお電話でお申し込みください。 さらに詳しくは▶

お一人
8,０００円
から

お一人
10,０００円
から

料　金

料　金

自然いっぱいの越前町 で　を遊び尽くそう！
Let's play summer!

夏

船上釣り

Program0
1 Program04Program02

Program05

Program03

Program06

ダイビング漁火＆星空観
賞

海水浴と磯遊
び

キャンペーン期間

2018年4月28日から

10月31日まで随時募集

越前海岸の
夕陽をバックに

プロポーズ
しませんか♥

普段は入る
ことのできない

『番城谷山古墳』
の謎に迫ります。

畑の見学
＋

農家さんのお話
も聞けるよ！

特  集

広報 えちぜん 22平成30年７月号広報 えちぜん23 平成30年７月号

S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e



地域おこし協力隊
大谷君の

それいけ！ 越前探検隊 ローカルクリエイターズ
～

 コ コ ク ル ー
cococrew ～、初陣！

act.2

s o r e i k e !  e c h i z e n  t a n k e n t a i !

元気な体と心を育てる　～おいしい！たのしい！うれしい！～

広報 えちぜん 24平成30年７月号

発
行

／
越
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場
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集
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−
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TEL 0778

‒34
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 0778

‒34
‒1236

大豆油インキで印刷しています
再生紙を使用しています

広
報

 え
ち

ぜ
ん

　
N
o.162

平
成

30年
7

月
1

日
発

行

町ホームページ
http://www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

（携帯電話用）

町ホームページQRコード 町公式動画チャンネルQRコード

（スマートフォン用） （スマートフォン用）

手作りおやつ
わくわくするね

宮崎中央保育所
～食育編～

No.15すくすく通信すくすく通信

　こんにちは！地域おこし協力隊の大谷です！6月2日、今年3月に発足した越前町若者移住促進プロジェ
クトチーム「ローカルクリエイターズ ～cococrew～」の初めての活動がありました！その名も「植えちゃ
う？古熊谷。」です。熊谷区古熊谷で有機米「田んぼの天使」を栽培している井上高宏さんの田んぼで、
DJによる音楽を聴きながら田植えをするという、1歩どころではなく3歩ほど先を行く田植え体験イベント
です。子育て世代の若い人を中心に町外から20人以上の参加があり、若者が越前町を訪れる機会を作れたこ
とに大きな充実感がありました。今後もこのような活動を通じて、越前町に活気を生み出していきたいと思
うので、応援していただけると嬉しいです！よろしくお願いします！

夏には野菜
カレー作るんだ！

いただき
ます│

お団子はやく
食べたいね

行事と食の
かかわりを大切に

食材に触れる
クッキング体験

感謝の心を
育む菜園活動

興味や関心が
深まる読み聞かせ

中山間地らしい背景が
古熊谷の田植え風景。
水がいいのがおいしい
お米ができる秘訣だそう。

大人も子どもも
楽しく

田植え。写真は
すべて

チームメンバー
の青山

海里さんが撮影
。素敵！

DJ MASAによる

現代版田楽で、最後
まで

楽しく田植え体験が

できました！

㈱クボタ様のご厚意により、最新式の田植え機体験もさせていただきました。


